
委員会の主な審査状況・意見書常任
特別

第17号（7）

中
央
自
動
車
道
高
井
戸
・
八
王

子
間
の
料
金
撤
廃
を
求
め
る
意

見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
総

務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

多
摩
地
域
の
地
下
水
を
水
道
水

源
と
し
て
安
定
的
に
飲
み
続
け

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
東
京
都
知
事

地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
「
国

庫
補
助
負
担
金
改
革
案
」
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
官
房
長
官
、
金
融
・
経

を
求
め
る
。

【
質
疑
応
答
】
事
業
手
法
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
で
権

利
者
と
市
の
協
働
で
行
う
。
役

割
分
担
と
し
て
、
広
場
と
道
路

は
行
政
で
行
い
、
残
り
は
民
間

の
自
己
責
任
で
展
開
し
た
い
。

駅
の
階
段
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
つ
い
て
は
、
北
口
ま
ち
づ
く

り
に
含
ま
れ
て
い
る
。
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
階
段
改
修
が
で

き
る
段
取
り
と
し
た
い
。

こ
れ
に
対
応
す
る
都
市
計
画

課
の
職
員
は
18
人
で
、
専
任
担

当
は
い
な
い
が
、
当
面
は
こ
の

体
制
で
進
め
、
事
業
が
具
体
化

す
る
際
に
は
組
織
上
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
し
た
い
。

住
民
参
加
は
ま
だ
少
な
い

が
、
1
人
で
も
2
人
で
も
関
心

が
あ
れ
ば
、
話
を
し
て
い
き
た

い
。広

場
と
街
路
事
業
の
区
域
内

の
立
ち
退
き
地
権
者
の
生
活
再

建
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
街

路
事
業
を
行
う
場
合
は
補
償
費

で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
の

特
殊
性
を
考
え
な
い
と
街
の
発

展
が
阻
害
さ
れ
る
と
危
惧
さ
れ

る
。
今
後
基
本
構
想
策
定
に
当

た
っ
て
地
権
者
の
意
向
を
聞
い

済
財
政
政
策
担
当
大
臣
、
総

務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済

産
業
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林

水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

郵
政
事
業
分
割
・
民
営
化
反
対

に
関
す
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
総

務
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長

永
住
外
国
人
の
地
方
自
治
体
参

政
権
確
立
に
関
す
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
総

務
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長

た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
く
中
で
、
ふ
さ
わ
し
い
手

法
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
基
本
構
想
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
は
実
施
す
る
予
定

だ
。北

口
と
南
口
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
は
、
西
側
の
踏
切
の
改

善
が
難
し
く
、
駅
自
体
に
ア
ク

セ
ス
機
能
を
持
た
せ
る
べ
く
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
考
え
て
い

る
。コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
選

定
に
当
た
っ
て
は
、
ひ
ば
り
ヶ

丘
の
現
状
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く

り
で
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ
た
賑
わ

い
の
あ
る
一
方
、
個
性
が
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
強

く
主
張
し
た
業
者
を
選
定
し

た
。

【
意
見
】
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺

は
自
然
発
生
的
に
発
展
し
た
。

行
政
と
し
て
ど
う
手
を
入
れ
て

い
く
か
、
早
期
に
骨
格
を
つ
く

っ
て
、
住
民
の
考
え
方
を
軸
に

再
編
整
備
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

常
任
・
特
別
委
員
会
の
主
な
審
査
状
況

○
企
画
総
務
委
員
会

「
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
職
員
の
退
職
手
当
の

支
給
割
合
と
上
限
支
給
率
を
引

き
下
げ
る
も
の
。
影
響
額
は
、

退
職
時
特
別
昇
給
の
廃
止
と
あ

わ
せ
、
経
過
措
置
期
間
と
な
る

本
年
度
中
で
1
人
当
た
り
約
118

万
円
、
平
成
17
年
で
約
199
万
円

の
減
額
と
な
る
。

【
質
疑
応
答
】
特
別
昇
給
の
廃

止
に
よ
る
影
響
は
、
16
年
度
で

41
名
、
約
1
千
230
万
円
、
17
年

度
で
21
名
、
約
630
万
円
。

合
併
に
際
し
て
東
京
都
に
準

じ
た
形
で
給
与
制
度
を
改
正

し
、
以
降
の
給
与
改
定
等
に
つ

い
て
も
東
京
都
に
準
拠
し
て
行

っ
て
お
り
、
退
職
金
に
つ
い
て

も
東
京
都
に
準
拠
す
る
も
の
。

支
給
上
限
率
は
、
現
行
の
62
・

7
カ
月
を
59
・
2
カ
月
に
改
め

る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
郵
政
事
業
分
割
・
民
営
化
反

対
に
関
す
る
請
願
」

【
趣
旨
】
郵
便
、
貯
金
、
保
険

の
3
事
業
の
公
平
性
の
確
保
等

の
た
め
、
郵
政
事
業
の
分
割
・

民
営
化
反
対
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
。

【
意
見
】
過
疎
地
域
の
金
融
部

門
の
こ
と
や
全
国
一
律
の
郵
便

業
務
が
可
能
か
な
ど
十
分
に
論

議
さ
れ
て
い
な
い
。
拙
速
で
は

な
い
か
。

国
民
や
企
業
に
対
し
て
説
明

不
足
で
、
納
得
が
得
ら
れ
て
い

な
い
。
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
が
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
意
見
書
提
出
の
際
に
は
こ

れ
ら
の
意
見
を
加
え
て
ほ
し

い
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

○
文
教
委
員
会

「
住
吉
公
民
館
の
移
転
に
関
す

る
陳
情
」

【
趣
旨
】
住
吉
公
民
館
建
て
か

え
・
移
転
に
関
し
利
用
者
の
意

見
の
尊
重
、
設
計
段
階
か
ら
の

市
民
参
加
等
を
求
め
る
。

【
質
疑
応
答
】
市
民
説
明
会
に

企
画
・
保
健
福
祉
等
の
担
当
者

も
参
加
し
て
き
ち
ん
と
説
明
を

と
の
要
望
が
出
て
い
た
が
、
あ

く
ま
で
も
公
民
館
・
図
書
館
の

問
題
で
あ
り
、
生
涯
学
習
部
で

対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と

で
単
独
で
説
明
会
を
行
っ
た
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

「
下
保
谷
図
書
館
を
現
在
の
位

置
で
建
て
か
え
、
存
続
さ
せ
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
」

「
下
保
谷
図
書
館
の
存
続
を
求

め
る
陳
情
」

【
質
疑
応
答
】
自
転
車
置
き
場

に
つ
い
て
は
、
場
所
、
台
数
等

は
未
定
だ
が
、
駅
の
北
側
に
確

保
し
よ
う
と
の
協
議
が
調
っ

た
。説

明
会
に
つ
い
て
は
、
2
回

で
移
転
に
関
す
る
説
明
は
十
分

に
行
っ
た
と
い
う
認
識
で
あ

る
。
し
か
し
、
反
対
も
多
数
あ

っ
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
、
今

後
も
説
明
の
機
会
を
設
け
た

い
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

「
児
童
図
書
館
と
し
て
の
存
続

に
関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
下
保
谷
図
書
館
を
専

任
司
書
が
常
勤
す
る
子
ど
も
の

た
め
の
図
書
館
と
し
て
存
続
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
質
疑
応
答
】
児
童
図
書
館
と

し
て
残
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

そ
れ
に
か
わ
る
児
童
図
書
室
と

し
て
の
可
能
性
は
示
唆
し
た
。

専
任
司
書
を
含
め
た
人
的
配

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

○
厚
生
委
員
会

「
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

等
貸
付
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
国
民
健
康
保
険
か
ら

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
が
見

込
ま
れ
、
出
産
予
定
日
前
に
出

産
に
要
す
る
費
用
が
必
要
な
場

合
に
、
出
産
育
児
一
時
金
の
8

割
以
内
の
資
金
を
貸
し
付
け
る

制
度
を
新
た
に
設
け
る
も
の
。

【
質
疑
応
答
】
本
制
度
の
貸
付

基
金
と
し
て
500
万
増
額
し
、
１

カ
月
に
19
件
ほ
ど
が
貸
し
付
け

可
能
で
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
市
立
み
ど
り
保
育
園
及
び
田

無
保
育
園
の
園
舎
建
て
か
え
と

民
間
委
託
導
入
に
関
す
る
陳

情
」

【
趣
旨
】
園
舎
建
て
か
え
に
伴

い
①
通
園
バ
ス
の
運
行
②
保
育

時
間
の
延
長
③
通
え
な
く
な
る

場
合
の
転
園
措
置
の
優
遇
を
求

め
る
。

民
間
委
託
の
導
入
に
当
た
っ

て
①
情
報
開
示
の
徹
底
②
利
用

者
要
望
の
取
り
入
れ
③
利
用
者

の
納
得
が
得
ら
れ
る
進
め
方
を

求
め
る
。

【
説
明
】
老
朽
化
保
育
園
を
順

次
建
て
か
え
る
計
画
。
17
年
度

に
み
ど
り
保
育
園
、
18
年
度
に

田
無
保
育
園
、
20
年
度
に
西
原

保
育
園
を
改
築
予
定
。
ま
た
、

み
ど
り
保
育
園
は
18
年
度
、
田

無
保
育
園
は
19
年
度
か
ら
民
間

委
託
の
計
画
。
改
築
に
際
し
仮

園
舎
を
西
原
町
（
現
自
転
車
保

管
所
）
に
建
設
、
3
園
で
順
次

共
同
利
用
す
る
計
画
。

【
質
疑
応
答
】
転
園
希
望
者
の

優
先
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

客
観
的
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

通
園
バ
ス
は
、
朝
晩
1
台
の

バ
ス
を
2
時
間
程
度
運
行
す
る

と
年
間
1
千
万
円
程
度
か
か

る
。民

間
委
託
は
公
設
民
営
で
あ

り
、
保
育
業
務
を
民
間
に
委
託

し
、
公
立
保
育
園
と
し
て
の
責

任
は
今
ま
で
ど
お
り
担
保
す

る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

○
建
設
環
境
委
員
会

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
よ

る
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
農
業
委
員
会
委
員
を

次
の
一
般
選
挙
か
ら
定
数
20
人

を
14
人
に
改
め
る
も
の
。

【
質
疑
応
答
】
農
業
委
員
会
の

必
置
規
制
の
基
準
面
積
は
都
府

県
で
90
ha
で
あ
る
が
、
国
で
は

必
置
基
準
の
面
積
は
2
・
35
倍

か
ら
2.5
倍
前
後
と
見
て
い
る
。

西
東
京
市
は
平
成
16
年
度
175
・

23
ha
で
あ
り
必
置
規
制
か
ら
外

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
市
と
し

て
は
置
く
と
い
う
方
針
。

【
意
見
】
今
都
市
農
業
が
衰
退

し
て
い
く
中
で
、
委
員
の
役
割

は
大
き
い
。
減
ら
し
過
ぎ
で
は

な
い
か
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
都
市
計
画
道
路
見
直
し
案
策

定
に
お
い
て
は
市
民
参
画
で
行

い
、
市
民
へ
の
周
知
を
十
分
行

う
こ
と
を
求
め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
①
市
民
参
加
の
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
。

②
市
民
へ
の
周
知
を
十
分
図
り

住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
こ

と
。

【
質
疑
応
答
】
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
多
摩
都
市
計
画
道
路
第
二
次

整
備
計
画
が
来
年
度
終
了
を
迎

え
る
。
市
内
で
完
結
す
る
7
路

線
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
で
検

討
さ
れ
た
い
と
の
説
明
で
あ

り
、
住
民
参
加
で
行
っ
て
い
く

が
、
白
紙
で
考
え
て
く
れ
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
区
部
で

行
っ
た
評
価
項
目
を
参
考
に
、

評
価
結
果
を
公
表
し
て
市
民
の

意
見
を
伺
う
と
い
う
形
で
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

○
駅
周
辺
再
開
発
等
特
別
委
員

会「ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
地
区
ま

ち
づ
く
り
の
早
期
実
現
を
求
め

る
請
願
」

【
趣
旨
】
地
域
住
民
の
参
加
に

よ
る
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
の
早
期
実
現
と

そ
の
た
め
の
行
政
組
織
の
拡
充

企
画
総
務
委
員
会

文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

下保谷図書館

ひばりヶ丘駅西側踏切

駅
周
辺
再
開
発
等

特

別

委

員

会

意
見
書

関
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機
関
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